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我々、国立環境研究所・地球環境研究センター・地球環境データベース推進室では、2000年初頭から地球環境に関連
した様々なトピックに関連したデータベースの構築とデータ提供を行ってきている。我々の業務は、以下の 5つに分類さ
れる。1)データを提供するデータベースサーバーの構築と維持・運用・更新。2)我々の研究所の様々な地球環境モニタ
リングプロジェクトで得られたデータの、一般利用者及び科学者への提供。3)地球温暖化に関連した社会環境科学デー
ターベースの構築とデータ提供。4)地球環境データを用いた解析に用いる、様々な解析ツールの開発。5)データベース
に関連した国際協力体制の構築。

現在、我々は以下に述べるようなデータベースを運用し、データ提供を行っている（カッコ内の数字は、データベー
スの件数）。A) 地球温暖化に関連したデータベース：温室効果ガス観測データ関連（7）、二酸化炭素の吸収量・放出量関
連（8）、マテリアルフロー関連（10）、地球温暖化の影響と対策関係（3）。B)大気環境に関連したデータベース：成層
圏オゾン層・UV関連（6）、大気質・酸性雨関連（10）、粒跡線解析関連（1）。C)湖沼・海洋環境に関連したデータベー
ス（8）。D)生物に関連したデータベース（3）。E)衛星リモートセンシング・GISに関連したデータベース（7）。F)国際
協力に関連したデータベース（7）。G)その他のデータベース（6）。

これら、国立環境研究所・地球環境研究センターが管理するデータベースの概要と将来計画、また昨年のから始まっ
た、DIAS/GRENEプロジェクトとの関連について発表する。
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